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														（注）図・写真はダミー チュウズシャシン

				つづき

																														　　　（注）図・写真はダミー チュウズシャシン



2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

支援対象国、対象地域、対象事業、実施機関、受益者などに関する既存の情報を収集・分析します。

日本国内の調査分析と現地調査の結果を踏まえて、評価報告書を作成します。また、複数案件の共通事項を分析することで、将来の事業実施への教訓を抽出します。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

準備・事前情報収集

事業評価外部有識者委員会

公
開

現地調査・協議

翌年1月－現地調査（2回目）

11～12月－日本で結果分析

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（現地調査）

写真
（有識者委員会全体像）

写真
（結果分析・報告書作成）

実
施

写真
（現地調査1回目）

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

事前評価表作成・公表

評価の質の向上や説明責任の確保のため、外部の有識者から成る委員会を設置しています。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　 レーティング
　　　　 評価報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

レーティングとは？

レーティングとは？
評価結果を、DAC評価5項目の視点ごとに段階分けし、以下のフローチャートに従ってAからDまで4段階でレーティング（格付け）します。

国内分析・追加情報収集

現地調査：実際の現場を訪問したり、相手国関係者と協議し、具体的な事業内容を精査します。

準備・事前情報収集

案件要請

審
査
・
事
前
評
価
調
査

現地調査

写真
（計画・準備段階）

写真
（現地調査1回目）

事前評価表作成・公表

国内分析・追加情報収集

審査／事前評価調査
（現地調査・協議）

写真
（準備・事前情報収集）

事業予定地や活動予定現場を訪問し、実際の現場状況を確認します。また、相手国関係者と協議し、具体的な事業計画、実施計画、実施体制などを確認します。

開

対象案件の資料など評価に必要な情報を収集し、 評価計画を作ります。

案件の現場を訪問し、現在の状況を確認したり、 利用者へのインタビューをして、 協力の成果がどのように使われているかを 調査します。

4月－対象事業の確定

7～9月－計画・準備・
　　　　事前情報収集

5～6月－評者者の選定

準
備

実
施

10月－現地調査
　　　（1回目）

写真
（計画・準備段階）

写真
（現地調査1回目）

11～12月－日本で結果分析

開
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2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

支援対象国、対象地域、対象事業、実施機関、受益者などに関する既存の情報を収集・分析します。

日本国内の調査分析と現地調査の結果を踏まえて、評価報告書を作成します。また、複数案件の共通事項を分析することで、将来の事業実施への教訓を抽出します。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

準備・事前情報収集

事業評価外部有識者委員会

公
開

必要に応じ現地調査

翌年1月－現地調査（2回目）

11～12月－日本で結果分析

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（現地調査）

写真
（有識者委員会全体像）

写真
（結果分析・報告書作成）

実
施

写真
（現地調査1回目）

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

事前評価表作成・公表

評価の質の向上や説明責任の確保のため、外部の有識者から成る委員会を設置しています。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　 レーティング
　　　　 評価報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

レーティングとは？

レーティングとは？
評価結果を、DAC評価5項目の視点ごとに段階分けし、以下のフローチャートに従ってAからDまで4段階でレーティング（格付け）します。

国内分析・追加情報収集

審査／事前評価調査
（現地調査・協議）

現地調査：実際の現場を訪問したり、相手国関係者と協議し、具体的な事業内容を精査します。

準備・事前情報収集

案件要請

審
査
・
事
前
評
価
調
査

現地調査

写真
（計画・準備段階）

写真
（現地調査1回目）

事前評価表作成・公表

国内分析・追加情報収集

審査／事前評価調査
（現地調査・協議）

写真
（準備・事前情報収集）

事業予定地や活動予定現場を訪問し、実際の現場状況を確認します。また、相手国関係者と協議し、具体的な事業計画、実施計画、実施体制などを確認します。

開

対象案件の資料など評価に必要な情報を収集し、 評価計画を作ります。

案件の現場を訪問し、現在の状況を確認したり、 利用者へのインタビューをして、 協力の成果がどのように使われているかを 調査します。

4月－対象事業の確定

7～9月－計画・準備・
　　　　事前情報収集

5～6月－評者者の選定

準
備

実
施

10月－現地調査
　　　（1回目）

写真
（計画・準備段階）

写真
（現地調査1回目）

11～12月－日本で結果分析

開



0624事前評価追加

												（注）図・写真はダミー チュウズシャシン

														（注）図・写真はダミー チュウズシャシン

														（注）図・写真はダミー チュウズシャシン

				つづき

														（注）図・写真はダミー チュウズシャシン

				つづき

														（注）図・写真はダミー チュウズシャシン

				つづき

																		　　　（注）図・写真はダミー チュウズシャシン



2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

支援対象国、対象地域、対象事業、実施機関、受益者などに関する既存の情報を収集・分析します。

日本国内の調査分析と現地調査の結果を踏まえて、評価報告書を作成します。また、複数案件の共通事項を分析することで、将来の事業実施への教訓を抽出します。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

準備・事前情報収集

事業評価外部有識者委員会

公
開

必要に応じ現地調査

翌年1月－現地調査（2回目）

11～12月－日本で結果分析

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（現地調査）

写真
（有識者委員会全体像）

写真
（結果分析・報告書作成）

実
施

写真
（現地調査1回目）

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

事前評価表作成・公表

評価の質の向上や説明責任の確保のため、外部の有識者から成る委員会を設置しています。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　がすべて終了するのは7月ごろです。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　 レーティング
　　　　 評価報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

レーティングとは？

レーティングとは？
評価結果を、DAC評価5項目の視点ごとに段階分けし、以下のフローチャートに従ってAからDまで4段階でレーティング（格付け）します。

国内分析・追加情報収集

審査／事前評価調査
（現地調査・協議）

現地調査：実際の現場を訪問したり、相手国関係者と協議し、具体的な事業内容を精査します。

準備・事前情報収集

案件要請

審
査
・
事
前
評
価
調
査

現地調査

写真
（計画・準備段階）

写真
（現地調査1回目）

事前評価表作成・公表

国内分析・追加情報収集

審査／事前評価調査
（現地調査・協議）

写真
（準備・事前情報収集）

事業予定地や活動予定現場を訪問し、実際の現場状況を確認します。また、相手国関係者と協議し、具体的な事業計画、実施計画、実施体制などを確認します。
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2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

対象案件の資料など評価に必要な情報を収集し、 評価計画を作ります。

日本国内の調査分析と現地調査の結果を踏まえて、評価報告書を作成します。また、複数案件の共通事項を分析することで、将来の事業実施への教訓を抽出します。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

案件の現場を訪問し、現在の状況を確認したり、 利用者へのインタビューをして、 協力の成果がどのように使われているかを 調査します。

4月－対象事業の確定

7～9月－計画・準備・
　　　　事前情報収集

事業評価外部有識者委員会

5～6月－評者者の選定

準
備

実
施

公
開

10月－現地調査
　　　（1回目）

翌年1月－現地調査（2回目）

11～12月－日本で結果分析

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（計画・準備段階）

写真
（現地調査1回目）

写真
（有識者委員会全体像）

写真
（結果分析・報告書作成）

実
施

写真
（現地調査1回目）

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

11～12月－日本で結果分析

評価の質の向上や説明責任の確保のため、外部の有識者から成る委員会を設置しています。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　がすべて終了するのは7月ごろです。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　 レーティング
　　　　 評価報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

レーティングとは？

レーティングとは？
評価結果を、DAC評価5項目の視点ごとに段階分けし、以下のフローチャートに従ってAからDまで4段階でレーティング（格付け）します。
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2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

対象案件の資料など評価に必要な情報を収集し、 評価計画を作ります。

日本国内の調査分析と現地調査の結果を踏まえて、評価報告書を作成します。また、複数案件の共通事項を分析することで、将来の事業実施への教訓を抽出します。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

案件の現場を訪問し、現在の状況を確認したり、 利用者へのインタビューなどをして、 協力の成果がどのように使われているかを 調査します。

4月－対象事業の確定

7～9月－計画・準備・
　　　　事前情報収集

事業評価外部有識者委員会

5～6月－評者者の選定

準
備

実
施

公
開

10月－現地調査
　　　（1回目）

翌年1月－現地調査（2回目）

11～12月－日本で結果分析

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（計画・準備段階）

写真
（現地調査1回目）

写真
（有識者委員会全体像）

写真
（結果分析・報告書作成）

実
施

写真
（現地調査1回目）

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

11～12月－日本で結果分析

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

（注）年間約100件の事後評価（外部評価）
　　　が全て終了するのは7月ごろです。

事業評価外部有識者委員会

翌年1月－現地調査（2回目）

2～5月－日本で結果分析
　　　　 レーティング
　　　　 評価報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真
（有識者委員会全体像）

実
施

写真
（現地調査2回目）

公
開

レーティングとは？

レーティングとは？
評価結果を、DAC評価5項目の視点ごとに段階分けし、以下のフローチャートに従ってAからDまで4段階でレーティング（格付け）します。
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日本国内の調査分析と現地調査の結果を踏まえて、評価報告書を作成します。また、複数案件の共通事項を分析することで、将来の事業実施への教訓を抽出します。

2回目の現地調査では、追加情報収集のため再度現場を訪問し たりインタビューをします。同時に現地セミナーを開催して、分析結果を相手国に説明します。

案件の現場を訪問し、現在の状況を確認したり、 利用者へのインタビューなどをして、 協力の成果がどのように使われているかを 調査します。

4月－対象事業の確定

7～9月－計画・準備・
　　　　　事前情報収集

事業評価外部有識者委員会

5～6月－評者者の選定

準
備

実
施

公
開

10月－現地調査（1回目）

翌年1月－現地調査（2回目）

11～12月－日本で結果分析

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）

写真1
（計画・準備段階）

写真2
（現地調査1回目）

写真4
（有識者委員会全体像）

対象案件の資料など評価に必要な情報を収集し、 評価計画を作ります。

写真3
（結果分析・報告書作成）

年度ごとの評価結果を、JICAの外部の有識者から成る委員会で、評価の客観性や教訓について議論します。

実
施

写真2
（現地調査1回目）



志村さん原版 (2)

		



①対象事業の確定

写真

準　備

①評者者の選定

　 　写真

①評価計画・準備作業

写真

実　施

公　開

①事業評価外部有識者委員会

写真

・・・・・・・・

・・・・・・・・
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4月－対象事業の確定

7～8月－計画・準備・
　　　　　事前情報収集

事業評価外部有識者委員会

5～6月－評者者の選定

準
備

実
施

公
開

10月－現地調査（1回目）

翌年1月－現地調査（2回目）

11～12月－日本で結果分析

2～5月－日本で結果分析
　　　　　報告書作成

評価結果公開（ウェブ公開）



志村さん原版

		



①対象事業の確定

写真

準　備

①評者者の選定

　 　写真

①評価計画・準備作業

写真

実　施

公　開

①事業評価外部有識者委員会

写真

・・・・・・・・

・・・・・・・・
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0909KK案 (2)

		

								～実施 ジッシ				　成果確認 セイカカクニン																												改善 カイゼン										計画～実施 ケイカクジッシ

								～実施 ジッシ				　成果確認 セイカカクニン														学習 ガクシュウ														改善 カイゼン										計画～実施 ケイカクジッシ

								～計画　実施 ケイカクジッシ								成果確認 セイカカクニン										学習 ガクシュウ																改善 カイゼン								計画～ ケイカク

								～計画  実施 ケイカクジッシ								　　成果確認 セイカカクニン										学習 ガクシュウ														改善 カイゼン										　計画～ ケイカク

								～計画  実施 ケイカクジッシ								　　成果確認 セイカカクニン										学習 ガクシュウ														改善 カイゼン										　計画～ ケイカク



事業の計画・実
施

●事後評価の結果、課題がある
　とされた案件への対応
●個別事業の評価結果から、分野
　ごとに共通する教訓を抽出した
　教訓シート作成
●事後評価結果に基づく教訓の横断
　的な分析
●標準的指標例の抽出（指標レファ
　レンス作成）
　　（すべてウェブで公開中）

★その後の事業の改善
★過去の教訓を踏まえた新しい案件の形成、事業の計画・実施
★よりよい協力の基本的方針の検討

成果確認（事後評価）

事業の計画・実施

プロジェクト・サイクル

事業の計画・実
施

●事後評価の結果、課題がある
　とされた案件への対応
●個別事業の評価結果から、分野
　ごとに共通する教訓を抽出した
　教訓シート作成
●事後評価結果に基づく教訓の横断
　的な分析
●標準的指標例の抽出（指標レファ
　レンス作成）
　　（すべてウェブで公開中）

★その後の事業
　の改善
★過去の教訓を
　踏まえた新し
　い案件の形成
★事業の計画・
　実施
★よりよい協力
　の基本的方針
　の検討

成果確認（事後評価）

事業の計画・実施

プロジェクト・サイクル

●事後評価の結果、課題があ
　るとされた案件への対応
●個別事業の評価結果から抽
　出した教訓の横断的な分析
　による教訓シート作成
●標準的指標例の抽出（指標
　レファレンス作成）


（すべてウェブで公開）

★その後の事業
　の改善
★過去の教訓を
　踏まえた新し
　い案件の形成
★事業の計画・
　実施
★よりよい協力
　の基本的方針
　の検討

事業の実施

プロジェクト・サイクル

成果確認（事後評価）

事業の計画（事前評価）

事業の計画（事前評価）

●事後評価の結果、課題　
　があるとされた案件へ
　の対応
●個別事業の評価結果か
　ら抽出した教訓の横断
　的な分析による教訓
　シート作成
●標準的指標例の抽出
　（指標レファレンス
　　作成）
（すべてウェブで公開）

★その後の事業の改善

★過去の教訓を踏まえ
　た新しい案件の形成

★事業の計画・実施

★よりよい協力の基本
　的方針の検討

事業の実施

プロジェクト・サイクル

成果確認（事後評価）

事業の計画（事前評価）

事業の計画（事前評価）

●事後評価の結果、課題　
　があるとされた案件へ
　の対応
●個別事業の評価結果か
　ら抽出した教訓の横断
　的な分析による教訓
　作成（ナレッジ教訓）
●標準的指標例の抽出
　（指標レファレンス
　　作成）
（すべてウェブで公開）

★その後の事業の改善

★過去の教訓を踏まえ
　た新しい案件の形成

★事業の計画・実施

★よりよい協力の基本
　的方針の検討

事業の実施

プロジェクト・サイクル

成果確認（事後評価）

事業の計画（事前評価）

事業の計画（事前評価）



0909KK案

		

						～実施 ジッシ						成果確認 セイカカクニン																												改善 カイゼン										計画～実施 ケイカクジッシ

																				「計画～実施～成果確認～改善～計画～・・・」というプロジェクト
　　・サイクル



●事後評価の結果、課題があるとされた案件への対応
●個別事業の評価結果から、分野ごとに共通する教訓を抽出した教訓シート作成
●事後評価結果に基づく教訓の横断的な分析
●標準的指標例の抽出（指標レファレンス作成）

★その後の事業の改善
★過去の教訓を踏まえた新しい案件の形成、事業の計画・実施
★よりよい協力の基本的方針の検討

事業の計画・実施

事業の計画・実
施

成果確認（事後評価）

プロジェクト・サイクル



1018修正案

		

								～計画  実施 ケイカクジッシ								　　成果確認 セイカカクニン										学習 ガクシュウ														改善 カイゼン										　計画～ ケイカク

								～計画  実施 ケイカクジッシ								　　成果確認 セイカカクニン										学習 ガクシュウ														改善 カイゼン										　計画～ ケイカク

								～計画  実施 ケイカクジッシ								　　成果確認 セイカカクニン										学習 ガクシュウ														改善 カイゼン										　計画～ ケイカク



事業の実施

●事後評価の結果、課題　
　があるとされた案件へ
　の対応
●個別事業の評価結果か
　ら抽出した教訓の横断
　的な分析による教訓
　作成（ナレッジ教訓）
●標準的指標例の抽出
　（指標レファレンス
　　作成）
（すべてウェブで公開）

★その後の事業の改善

★過去の教訓を踏まえ
　た新しい案件の形成

★事業の計画・実施

★よりよい協力の基本
　的方針の検討

プロジェクト・サイクル

成果確認（事後評価）

事業の計画（事前評価）

事業の計画（事前評価）

●事後評価の結果、課題　
　があるとされた案件へ
　の対応
●個別事業の評価結果か
　ら抽出した教訓の横断
　的な分析による教訓
　作成（ナレッジ教訓）
●標準的指標例の抽出
　（指標レファレンス
　　作成）
（すべてウェブで公開）

★その後の事業の改善

★過去の教訓を踏まえ
　た新しい案件の形成

★事業の計画・実施

★よりよい協力の基本
　的方針の検討

事業の実施

プロジェクト・サイクル

成果確認（事後評価）

事業の計画（事前評価）

事業の計画（事前評価）

●事後評価の結果、課題　
　があるとされた案件へ
　の対応
●個別事業の評価結果か
　ら抽出した教訓の横断
　的な分析による教訓
　作成（ナレッジ教訓）
●標準的指標例の抽出
　（指標レファレンス
　　作成）
（すべてウェブで公開）

★その後の事業の改善

★過去の教訓を踏まえ
　た新しい案件の形成

★事業の計画・実施

★よりよい協力の基本
　的方針の検討

事業の実施

プロジェクト・サイクル

成果確認（事後評価）

事業の計画（事前評価）

事業の計画（事前評価）



20180808修正案 

		

								～計画  実施 ケイカクジッシ								　　成果確認 セイカカクニン										学習 ガクシュウ														改善 カイゼン										　計画～ ケイカク



●事後評価の結果、課題　
　があるとされた案件へ
　の対応
●個別事業の評価結果か
　ら抽出した教訓の横断
　的な分析による教訓
　作成（ナレッジ教訓）
●指標例の抽出
（開発課題別の指標例）
（すべてウェブで公開）

★その後の事業の改善

★過去の教訓を踏まえ
　た新しい案件の形成

★事業の計画・実施

★よりよい協力の基本
　的方針の検討

事業の実施

プロジェクト・サイクル

成果確認（事後評価）

事業の計画（事前評価）

事業の計画（事前評価）
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